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１． 神経系部門では、日本神経学会用語委員長河村教授のもとに、国際ＷＧ

協力員を中瀬委員、ICD専門委員を玉岡が担当し、WEB baseで学会内作業

を行っている。今後WHO TAG neurologyや内科TAG国内検討会との連絡を

とりながら、検討を進めていく予定。 

 

２． 2010年9月23－24日に開かれたWHOのICD10のneurology分野の第三回

会議には神経学会からは水澤理事長が出席し、日本側の割り当ては特にな

く議長とともに全体をみるという立場で参加し、プリオン病を独立項目に

するなどの成果がみられた。 

 

３． 認知症の部分が簡略すぎるという指摘があり、神経内科として更に整備

していく予定。また、精神科や脳外科との整合性、特定疾患との関係の整

理も今後の課題としている。 

 

 

 

神経WGメンバー 

・日本神経学会用語委員会委員長：河村 満 

・ 国際ＷＧ協力員：中瀬浩史 

・ ICD専門委員：玉岡 晃 

（日本神経学会代表理事：水澤英洋） 
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